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豊田高専における長期継続多読授業の実践例	
 

１．英語多読の成否要因（豊田高専の授業実践から分かったこと）	

１）読書量（100 万語）	

英語を苦手としていた高専生（下図、2003 年度）の場合、高専１年（TOEIC300 点以下と推定）
で多読を始めた学生が、4年間で TOEIC平均 450点弱に達するには、通常（多読以外）の英語授業
に加えて、のべ 100万語程度の読書量が必要でした（下図、2016 年度）。4年間で 3単位（1単位：
週１回 45分×30週）の英語授業を多読活動に変更し、さらに 3単位の多読授業を追加し、図書館で
借りて行う課外の読書も推奨しました。また、専攻科も含めて７年間多読を継続した学生は、ほぼ全

員が 100 万語以上を読破するようになり、通常の英語授業が少なくなったにもかかわらず、TOEIC
平均が 590点程度まで伸びています。他方、本科 1〜3年生の TOEIC平均点は全国高校平均より低
く、短期間の授業実践で効果を（少なくとも TOEIC 得点で）確認することは難しいとも言えます。
（大学受験を経験しない）高専生が多読の顕著な効果を確認するには、100万語程度の読書量と、そ
れを無理なく実現する長期継続プログラムが必要と言えましょう。 

 

 
 
平均 
100万語 
以上の 
多読 

 
学生の TOEIC得点（多読前：2003年度） （4年間で多読授業 6単位：2016年度） 

E科：豊田高専電気•電子システム工学科 
 
ただし、必要な読書量は英語運用能力の目標水準だけでなく、学習者の英語学習歴（および、人

生経験）にも依存すると思われるため、各教育現場で見積もる必要があります。例えば、受験勉強で

頑張った大学生なら（当方にはデータがありませんが）、高専生よりも早期に TOEIC 得点上昇を期
待できるものと推察します。 
 
２）英文のやさしさ（YL3 以下）	

読書量を確保できた多読学習者では、失

敗の多くは、英文レベルの選択ミスが原因で

す。欧州人向けに設定された英文レベル（右

図実線）は、日本人には難しすぎます。例え

ば OBW1（Oxford	Bookworms	Stage	1）は、

欧州人向けでは TOEIC	250 点の学習者（中学

3 年生？）への推薦図書となりますが、豊田
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高専の多読クラスでは、TOEIC	400〜550 点の学生でないと楽しんで読めていません。400 点未満の学

生では、英文を一文ずつ和訳しないと意味を把握できず、楽しめないのです。	

不幸なことに、EPER レベルは一文ずつ和訳して読むことのできるレベルと一致するため、（和訳

せずに読む 100 万語）英語多読が、（数万語の？）英文和訳と混同される一因になっています。大手

書店の洋書売り場で図書推薦に使われる TOEIC 得点表示も要注意です。サラサラ読めるやさしい英文

を読むことが大切です。そこで豊田高専では、高校生以上の学習者を対象に、YL1.0以下の ORT等
の絵本で 10万語、YL2.0以下の GRを中心に 50万語、YL3.0以下の GRと児童書で 100万語を読
むよう導くことを標準と考えています。 

 
３）英語で考える	

日本の英語の授業では、学生、生徒は日本語で意味

処理をしており、「英語で考えて」いません。例えば、

英語購読の授業では、英文を和訳後に（日本語で）意

味処理をしています（右図：文法・解釈の情報処理ル

ート）。一見英語を使っているように見える、コミュニ

ケーションの授業でも、多くの学生は、日本語で考え

た文を和文英訳してから、発話しています（右図：英

語表現の情報処理ルート）。いずれも学生は日本語で考

えており、英語の運用体験とは言えないのです。	

これに対し多読・多聴では、和訳を避けて英語（と絵）の世界だけで情報処理します。英文を一

文ずつ和訳するのでなく、英文から直接意味をとる（物語を画像イメージとして思い浮かべる）ので、

読書中は「英語で考える」ようになります。このような読み方をすれば日常生活で英語を使わない日

本の環境下でも、言わば「脳内」留学のように、頭の中では英語を使う（読む、聴く）体験を積むこ

とができるのです。	

	

３）教員の役割	

多読プログラムにおける教員の役割は、学習者が継続的に英文を読み、結果として多くの英文を

読み、できれば英文読書に楽しむよう、環境整備することです。まずは、おしゃべりで読書が邪魔さ

れないようにします。居眠りも当人以外への悪影響はないものの、読書は進みません。また、教員の

説明、解説も、学習者の読書時間を奪っている可能性に目を向ける必要があるでしょう。授業時間外

にも学習者が読むように習慣付けることも目指したいものです。	

そのためには、教員自身が多読用図書を読んでいる必要があります。その理由は次の通りです。	

多読の初学者が、英文読書に入り込めない大きな要因として、英文和訳の影響があります。前節

で述べたように、日本人学習者は、英文を直接読むことはできないものの、和訳すれば理解できるレ

ベルの英文を適切と誤解し、読もうとする傾向があります。この読み方では、翻訳と理解を同時に行

うため、また、理解より翻訳に注意が集中して物語の内容を楽しむ余裕がないため、短時間で疲れて

しまいます。これを避けるためには、よりやさしい英文で書かれた図書を紹介し、学習者を導く必要

がありますが、その際、教員が図書の内容（どこが面白い、何が好き等、物語についての主観的な意

見）を語ることができないと、説得力が落ちてしまうのです。	
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また、多読は「読書」なので、ストーリーの分かりきった本を繰り返し読むことや、つまらない

本を無理やり読むことは苦痛になります。好みのジャンルが個々人でばらつくことに加え、学生は英

文レベルが高くなると理解度が急激に低下するので、やさしくて（できれば）面白い本を大量に確保

する必要があります。過去の多読指導実践で評判の良い定番の図書を広く収集するとともに、常に新

しい作品を開拓することも教員の役割でしょう。	

	

２．実践上の工夫  
１）多読授業の長期継続	

学習者の過半数が 100 万語を読破するプログラムを構築するには長期継続が必要で、豊田高専の

プログラムでは 4 年以上の継続授業が必要でした。社会人学習者のように、より強く動機付けされた

学習者なら、より短期間での読破も可能ですが、その際は、彼らが英文レベルの高すぎる本を無理し

て読むことがないよう、各学習者が読む英文レベルの適切さに注意を向ける必要があります。	

大学でも、英語の教員と専門学科の教員が連携して複数年継続のプログラムを構築できれば、顕

著な成果を期待できるでしょう。また、高大連携、あるいは、社会人の生涯学習との接続も有益では

ないでしょうか。	

	

２）停滞期を乗り切る	

多読授業入門期は学習者の満足度も高いのですが、多くは 100万語前に停滞期を迎え（表２）、こ
の時期に学習者の自己評価が低くなる傾向があります。ただし、この期間に（TOEIC で測定できる）
英語運用能力がステップアップする学習者も多いため、なるべく多くの学習者がこの時期を通過できるよ

うプログラムを組みたいものです。 
 

３）Reading 試験	

読書量を増やそう、または、早く内容の濃い物語を読みたいとの焦りから、理解度の低いまま読

み続けてしまう失敗例が散見されます。特に真面目な学生がこの状況に陥りやすく、彼らの読書ペー

スがクラスメートを超えることに目を奪われ、よりやさしい英文を読むようにとの指導を怠りがちに

なりやすいのも事実です。そこで、我々は、年１〜２回は Reading 試験を行い、内容を理解しなが
ら読めているかを確認するようにしています。Reading試験は、3千語以上の初見英文を選び、分速
100語で設定した時間制限読ませ、日本語で書かれた設問に日本語で答えさせています（表１）。 

表２	読書量による学生の変化（標準的な高専生） 
 入門期 停滞期 充実期 

読書量 0〜30万語 30〜100万語 100〜300万語 
YL max. 0.3〜1.5 1.5〜3.0 3.0〜5.0 
YL 楽 0.1〜1.0 1.0〜2.0 2.0〜3.5 
感覚  英文で本が読める 

（新鮮） 

 やさしい本は詰らない 
 読みたい本は読めない 
（マンネリ） 

そこそこ読める／ 
読みたい本も（将来は）読めそ

う 
TOEIC  変化なし（350点未満） 

 TOEICでは測定不可 
 ある時点で上昇し始め、 
 100万語で 400〜450点へ 

直線的に増加 
（50〜150点／100万語） 

 300万語までに 600点 
 



豊田高専における長期継続多読授業の実践例（英語多読指導名古屋セミナー） 2017年 11月 19日 

- 4 / 6 - 

表１	 Reading 試験の水準（H29 シラバスより）	

学年	 多読授業	 YL	 英文長	 基本語彙	 英文例*	

専攻科 2 年	 9 単位目	 4.5	 9,000 語	 1,400〜1,900 語	 CER4	

専攻科 1 年	 8 単位目	 3.6	 7,500 語	 1,300〜1,400 語	 CER3	

5 年	 7 単位目	 3.2	 6,000 語	 1,000〜1,200 語	 PGR3,	OBW3	

4 年	 6 単位目	 2.6	 5,000 語	 600〜700 語	 OBW2,	CER2	

3 年	 5 単位目	 2.2	 4,500 語	 400〜600 語	 PGR2	

2 年	 3 単位目	 1.2	 3,000 語	 300〜400 語	 MMR2	

1 年	 1 単位目	 実施せず	

初見英文の読解、設問と回答は日本語、制限時間は 100 語/分で設定	

 
４）朗読 CD の活用	

絵本の多読では使いにくいかもしれませんが、GR を用いた多読の初期（読書量 10〜50 万語）に

は、朗読 CD を用いた聴き読み（朗読を聴きながらテキストを読む）、または、シンクロリーディング

（さらに、朗読に合わせて音読する）が有効です。聴き読みでは、読書速度は朗読のペースですが、

内容理解はテキストからです。朗読音声から内容を聞き取る必要はありません。この聴き読みの 大

の目的は、和訳防止です。朗読のペースで読んでいくので、戻り読みはできず、構文分析の余裕もあ

りません。真面目に英語を学んできた学習者ほど、英文を見ると、すぐに和訳してしまうクセがあり

ますが、これを矯正できます。聴き読みに慣れてくると、朗読があった方が読みやすいと感じるよう

になります。	

ただし、長年聴き読みをしていて読書量 100 万語近くなると、例えば、CER2 は朗読がないと読み

にくいと感じるようにもなります。テキストよりも朗読から内容を理解するように変化してきたもの

と考えられます。このような学習者には、聴き読みを卒業し、（音無し）リーディングと、リスニン

グ（リーディングより YL を 2 レベル落とした教材を、テキストなしで聞いて理解する）を分け、そ

れぞれを別々に行う実践に移行するよう指導します。	

	

５）図書館の活用	

限られた授業時間内のみの多読で、必要な読書量を積み上げるのは難しいと思います。なるべく

多くの学生に時間外多読をしてもらえるよう図書館の多読ライブラリを整備しましょう。また、地域

の公立図書館とも連携して社会人の多読実践者・理解者を増やすと、地域全体で多読を楽しむ雰囲気

を醸成でき、学生に刺激を与えることもできるでしょう。例えば、知多市立中央図書館は、地域の県

立高校と連携して、多読用図書を団体貸出していますし 13)、岐阜県図書館は、県内の小中高校に貸

し出す「セット文庫」として、多読用に適したセットを準備しています 13)。	

	

３．よくある質問と回答  
Q1	多読で他のスキル（聴・話・書）も伸びるか？	
	

A1	英語の音やリズムに慣れているなら、多読だけでリスニング能力も向上します。また、豊田高専

では、本科低学年生（読書量 60 万語以下）にアウトプットを強いるのは、若干厳しいと感じるもの

の、専攻科生（読書量 100 万語以上）では、フリーライティング、ブックトークを無理なく行えてい
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ますので、多読・多聴がこれらアウトプット・スキルの基盤になっていると考えています。	

	

Q2	通常の英語の授業との関係は？	
	

A2	文法、語彙学習を含め、多くの学習活動は、多読と相乗効果があるように感じます。同じ 100 万

語を読んだ学生でも、本科２年生より、（４歳年上で、通常の英語学習量が多い）専攻科１年生の方

が TOEIC 得点も高く、より少ない読書量で例えば TOEIC400 点を取得できているからです。その意味

で、高専生よりも大学生の方が、より少ない読書量で効果を期待できるのではと期待します。	

ただし、英文和訳、特に、構文分析に基づき英文を一文一文日本語に訳していく活動は、多読と干渉

します。少なくとも、両者は別活動なので、頭を切り替えるよう学習者に伝える必要があります。	

	

Q3	留学との関係	
	

A3長期留学（滞在期間 10 ヶ月）の準備、および、

帰国後の英語力保持に、50 万〜300 万語程度の

多読が有効であることも分かってきました。例

えば、英語圏留学者を３群に分けた結果を見る

と、50 万語以上読んでから留学した学生は、多

読なしに留学した学生に比べて帰国直後の

TOEIC 得点が 90 点高くなっています（右図）。	

多読と留学体験は（英語を使うという点にお

いて）類似の活動であり、代替、接続可能だと

考えられます。また、短期留学（滞在期間 3 ヶ

月未満）を学習動機付けとして、事前、事後学習に多読

を取り入れるのも有効ではないかと考えています。	

 
４．英語多読の参考図書・参考サイト  
読む本を選ぶのに、役に立つのは、 
１）「大人のための英語多読入門」佐藤まりあ、コスモピア 
２）「今日から読みます	 英語 100万語」古川昭夫＆河手真理子、日本実業出版社 
 
読書を継続するのに役に立つのは、 
３）「１００万語多読入門」古川昭夫、コスモピア 
４）「読書記録手帳」SSS英語学習法研究会、コスモピア 
５）「めざせ 1000万語！英語多読完全ブックガイド」古川昭夫＆神田みなみ他、コスモピア 
	 	 YL、語数を調べるなら、この本 
 
１００万語多読の考え方を知るには、 
６）「快読１００万語！ペーパーバックへの道」酒井邦秀、ちくま学芸文庫 
７）「英語多読法」古川昭夫、小学館１０１文庫 
 
英語教育や、生涯教育に果たす図書館の役割については 

留学前の多読授業の影響	

（2005〜2016 年度英語圏留学経験者）	
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８）「英語多読・多聴指導マニュアル」高瀬敦子、大修館書店	

９）「図書館多読への招待」酒井邦秀＆西澤一、日本図書館協会 
 
また、雑誌とインターネットサイトとして 
10）「多聴多読マガジン」コスモピア（隔月刊） 

2014年 9月号別冊「英語の多読 前線」に、豊田高専他の実践例紹介あり 
12）日本多読学会 HP（http://jera-tadoku.jp） 

紀要（第 7〜10号の PDF）に加え、授業報告・資料・論文（21本）をご覧いただけます 
13）NPO多言語多読 HP 「図書館の森に多読の木を植えよう」(http://tadoku.org/about/tadoku-lib)  
	 	 ３回のシンポジウムの参加 23館のポスターもご覧いただけます 
14）SSS英語多読研究会 HP（http://www.seg.co.jp/sss/）掲示板／書評システム 
15）豊田高専 HP「多読セミナー予定」 (http://www.toyota-ct.ac.jp/citizens/tadoku_schedule.html)	

英語多読体験会／多読公開授業／豊田多読クラブ月例会	 の案内があります 
16）「英語で多読」HP 豊田高専の実践報告	 (http://www.ee.toyota-ct.ac.jp/er_english.php) 	  

	 	 同ページ掲載の実践報告リスト（このページから、ダウンロードいただけます）	

• 「理系クラスでの多読授業」	著者：吉岡・西澤、英語教育2004年2月号掲載	

• 「苦手意識を自信に変える、英語多読授業の効果」：西澤・吉岡・伊藤、2006年8月	高専教育教員研究集会	

• 「英語多読を通じた図書館の授業支援と地域貢献」：西澤・吉岡・伊藤、2007年	8月高専教育教員研究集会	

• 英語多読における多読語数と英語運用能力向上効果との関係」：伊藤・長岡、2008年	8月高専教育教員研究集会	

• 「学校を越えて英語多読学習を支援するWeb読書記録手帳と自動図書推薦システムの開発」：吉岡・深田、2008年		

• 豊田高専における英語多読授業の成果と課題」：西澤・吉岡・伊藤・深田・長岡、2008年8月日本多読学会WS	

• H20教育GP選定プログラムの「多読・多聴による英語教育の全学展開」紹介	(PDF)	

• H21年3月7,8日：多読・多聴授業研究会@豊田高専	(PDF)	

• H21年8月21-23日：教育GP多読中間報告会	&多読学会@豊田高専	

• H20教育GPプログラム「多読・多聴による英語教育の全学展開」	 （ 終報告書、全64ページ）	

• 科研費「多読・多聴による自律的英語学習指導法の研究」成果報告書	(1)	(2)	

• 「工学系学生の苦手意識を克服し自律学習へ導く英語多読授業」工学教育	58-3	pp.12-17	(PDF	)	

• 「豊田高専英語教育の特長、英語体験としての交換留学と多読授業」日本高専学会誌	15-2	pp.9-14	(	PDF	)	

• 「英語多読が効果を上げるしくみと多読授業の成否要因に関する一考察」工学教育	59-4	pp.66-71	(	PDF	)	

• 「国際交流活動と英語多読による工学系学生の英語運用能力改善」工学教育	61-1	pp.147-152	(	PDF	)	

• 「Cooperation	of	Two	Extensive	Reading	Programs	in	Japan	and	Vietnam:	Students'	Exchange	Activities	for	

Motivating	the	Students	to	Read	Autonomously」Proceedings	of	2016	JSEE	Annual	Conference	pp.16-21	(	PDF	)	

• 「Effect	of	a	six-year	long	extensive	reading	program	for	reluctant	learners	of	English」	Modern	Journal	

of	Language	teaching	Methods,	7(8)	pp.116-123	(PDF)	


